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【514S シングルトーンサイレン説明書】 

 

    

 

                信号系統図                 

 

 

 

 

 

 

 

                 取り付け                  

 

車のボンネットを開けて、シングルトーンサイレンの取り付けスペースを確認します。 

サイレンは次の条件をすべて満たす場所に設置してください。 

 

・雨天時、走行時などでも水・油分がかからないところ 

・熱源（エンジン本体、排気系など）から 30cm 以上離れ、高温にならないところ 

・駆動部の妨げにならないところ 

 

【取り付け位置例】 

 
【取付方法】 

シングルトーンサイレンの固定金具部を車両に設置済みのボルト穴を利用して確実に固定します。タッピングビスをご利用 

の場合は固定に注意してください。鉄板の薄い箇所に使用すると抜けやすく、取付不良になる可能性があります。 

 

【取り付け方向】 

良い取付方向の例: ステイの位置に関係なくスピーカー面をできる限り下向きに設置します。 

 

 

 

悪い取付方向の例: スピーカーが上を向いているとスピーカー面から水・油分が浸入して回路を破損する 

可能性があります。（防水構造ではありません） 

 

本製品はセパレートタイプのオプションサイレンです。 

犯人を撃退するために非常に効果が高い大音量サイレンで心理的な効果は抜群です。 

 

 

赤線：サイレン信号（+）入力線 

   メインユニットのサイレン出力線（茶色）に接続します。 

黒線：ボディアース 

   車両の塗装がない金属部分（ボルト）などに接続します。 

 

 

 

●メインユニットによってサイレン信号の極性が異なる場合があります。必ずメインユニット側の取付説明書等でサイレン

信号の極性を確認の上、取り付けしてください。 

注意 ！ 

※裏面もお読みください。 
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●本製品は耐熱構造ではありませんので、必ず熱源から 30cm 以上離れた位置に取り付けしてください。 

●本製品は防水構造ではありませんので、スピーカー面を下向きにして、水、油分が浸入しないように注意して設置、保管 

してください。火災、感電、故障などにより死亡や大けがになる恐れがあります。 

●必ず正しい取り付け、配線を行ってください。取付および配線を誤ると、車両の装置、機器類を破損あるいは損傷する恐 

れがあります。 

 

警告 

 

●サイレンおよび配線はボンネットが開いていても閉まっていても簡単に探せないように取り付けてください。 

配線を車両純正のハーネスのように処理すると、より効果的です。 

●サイレンの設置はできるだけ配線を延長せずに設置できる場所を選んでください。 

 また、車内への通線は絶対に電線が金属に触れないようにしてください。 

●本製品はオプションパーツです。本製品のみでは自動車盗難防止装置として機能しません。 

必ず接続可能なメインユニットと併せてご利用ください。 

●メインユニットからサイレンの配線、接続を行った場合には保護のため貫通口に必ずゴムブッシュなどを使用してくだ 

さい。 

 また、電極保護のためコルゲートチューブ（コンジットチューブ）などをご使用ください。 

●エンジンルームから車内へ配線を通す際は、車内への水分等の浸入を防ぐため、配線を貫通口の手前でたるませてから 

通してください。 

注意 ！ 

！ 

 

●知識のない方が取り付けを行うと車両、システムの故障・のみならず、人体にも危険が及ぶ恐れがあります。 

●DC12V 車両専用。24V 車両には装着できません。 

 

危険 ！ 


